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運動器のメディカルチェックのポイント
－ゆりかごから墓場まで－

宮川俊平＊

Points for medical checkup in locomotive system 
-from cradle to grave-

MIYAKAWA Shumpei ＊

はじめに
「ゆりかごから墓場まで」は第二次世界大戦後の
イギリスにおける社会福祉政策のスローガンであ
り、生まれてから死ぬまで社会保障が受けられる施
策を一言で表したものです。何故この言葉を引用し
たかと言いますと、運動器のチェックをするときに
は「成長と加齢を加味して行う必要があります」と
言うことを意味しています。日本の医療の施策の中
で運動器のチェックが系統的に行われていないか
というと、そうではありません。受精して、生まれ
てから 6歳（小学校に上がるまで）までは母子手帳
により運動器のチェックが行われています。その後
は小・中・高校と「健康手帳」の中で運動器のチェッ
クが行われますが、形骸化しているため「見逃し」
が多くでています。例えば思春期に発生する特発
性側弯症を見逃すことが多く問題となっています。
学校にいる間は「学校保健法」によって、働いてい
る場合は「労働基準法」によってメディカルチェッ
ク（健康診断）が行われています。無職の場合は市
町村が国民健康保険で定期的な健康診断を励行し
ています。日本に籍があれば何らかの形で「健康診
断」は受けられるようになっています。しかしこれ
らの「健康診断」が生まれてから死ぬまでつながっ
ていないのが現状であり、スポーツにおいて「育成」
に関して問題になっているかと思います。タレント
発掘・選手育成には成長期の早い段階でその能力を
見出して指導していくことがより高いレベルの競
技者を育成する方法として不可欠となってきてい
ますが、問題となるのが成長期のスポーツ外傷・障
害です。小・中・高校では運動器のチェックは形骸
化していて、チェック機構になっていません。これ

らの徴候を早い段階で見つけ大事にいたらないよ
うにしていく必要があり、それぞれの年代での健康
診断においてそれらのチェック機構を設けて機能
させることが必要不可欠となります。幸いにも一昨
年から小学校での「運動器検診」の施行はこれらの
チェック機構となると考えられますが、いくつかの
問題を抱えています。誰がどのような形で行うかな
どが問題となっています。また学校医・養護教員の
方々の理解、先生方の協力が不可欠なります。

運動器のチェックの項目
運動器のチェックは整形外科医や理学療法士・日
本スポーツ協会公認アスレティックトレーナーの
資格を所有している医療従事者（柔道整復師・鍼
灸 /マッサージ師・看護師など）が主に行いますが、
どの年代でどのように行うか、その結果をどのよう
に生かすかはまとまった記述が少ないのが現状で
す。
日本でいわゆる「メディカルチェック」がスポー
ツ選手に対して系統的に行われるようになったの
はソウルオリンピックの前です。アメリカから日本
に来てバレーボールをしていた選手が試合中に解
離性大動脈瘤で突然死したのがきっかけです。その
選手は「Marfan症候群」であり、大動脈の中膜の
脆弱性の為に「解離性大動脈瘤」を発症し死に至り
ました。その症候群の運動器の特徴として「高身長」
と「全身関節弛緩性」があり、高身長のチェックと
共に全身関節弛緩性 7項目（後述）の評価を行った
のが運動器のメディカルチェックの最初です。
筑波大学体育専門学群においては 1988年から学
群生入学時にメディカルチェックを始めました。全
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身関節弛緩性のほか関節アライメント・関節可動
域・関節不安定性についてもチェック項目を挙げて
診てきました。当初はMarfan症候群のチェックか
ら始まりましたが、その他の項目が新入生の今後の
スポーツ活動にどのような影響を与えるかについ
てははっきりしませんでした。しかしスポーツ外
傷・障害の予防の観点から修士（体育学専攻）・博
士（スポーツ医学専攻）課程での外傷・障害発生機
序の解明研究などから運動器の系統的なチェック
の必要性が明らかになり、また競技力向上にも貢献
することがわかってきました。今回はメディカル
チェックのポイントについて成長を踏まえて解説
していきたいと思います。これらの所見（表）は体
育専門学群生入学時に全員に配布してある「健康手
帳」にすべて記載できるようになっています。挙げ
させて頂いた文献は今回の原稿を執筆する過程で
重要な文献であり、これらが基になって現在の体育
専門学群のメディカルチェック体制が確立されて
います。また，これらの文献はほとんどが体育学専
攻やスポーツ医学専攻で研究された成果であるこ
とも付け加えておきます。

1．生まれてから 12歳まで
生まれた時は泣きながら（泣かなくても良いが）
手足を対称的に動かし、運動の神経筋機能を高め、
関節の正常な発育を促し、歩く準備を行っていま
す。3ヶ月で首が座り、6ヶ月で寝返りができる
ようになり、9ヶ月でつかまり立ち、12ヶ月から
18ヶ月で 2足歩行をするようになります。歩くま
でにこのような過程を必ず経ます。疾患について、
生下時は膝関節脱臼・内反足や肘関節での橈尺関節
癒合症などが問題となり、いわゆる「五体満足」か
どうかを母子手帳に沿ってチェックを行います。股
関節においては、生下時・1ヶ月・3ヶ月・6ヶ月
と「開排制限の有無」で「発育性股関節形成不全」
をチェックし、安定した股関節になっているかどう

かを診ていきます。歩き始めたときには足部の形
態、いわゆる扁平足や凹足などの変形が問題となっ
てきます。小学生時代、特に 10歳前後で大事なこ
とは特発性側弯症の発症のチェックとなります（図
1の rib Hump）。
次に各項目のポイントを診ていきます。

2．関節アライメント
脊椎：脊椎では側面のアライメントが重要で、正
常では頸椎（頸椎は 7個）で前弯、胸椎（胸椎は 12個）
で後弯、腰椎（5個）で前弯しており、脊椎に加わ
る負担を軽減している。これらの外傷・障害の予防
で最も重要なのがこれらの脊椎に付着している筋
の強化である。また脊椎については思春期に伸展す
ることが知られている特発性側弯症の早期発見が
需要である（前出）。側面では、骨盤の傾斜が重要
な所見となります。正常では、骨盤は軽度前捻（15
度前後：図 2）していますが、前傾が強くなると腰
椎は前弯が強くなります。腰椎の後弯が強くなる
と、骨盤は後傾になります。大腿四頭筋拘縮がある
と、股関節屈曲拘縮の位をとりますが、立位時では
それを骨盤の前傾を強くすることで代償します。下
肢の筋腱の状態が体幹に影響することを理解する
ことが大切となります。体幹の安定性が上肢・下肢
の動きに必要不可欠となります。

Carrying angle（図 3）：上腕と前腕のなす角で正
常では真っ直ぐか軽度外を向いている（正常範囲　
0-15度）。15度以上になると、肘関節の過伸展（関
節弛緩性）が診られる場合もあり、関節の緩みに注

中間位 後傾前傾

図 2　骨盤の傾斜図１　体前屈と側弯のチェック

Rib hump（リブハンプ）
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意する必要がある。
下肢のアライメント（図 3）：いわゆる X・O脚
である。気をつけの姿勢で膝関節の内側（大腿骨内
顆）が接触しない状態を O脚、足関節の内側（脛
骨果部）が接触しない状態を X脚と言う。人間で
は歩き始めは O脚であるが 2から 6歳くらいまで
は X脚になり、6歳以降は遺伝子で決められた下肢
のアライメントに落ち着く。3歳までは O脚変形が
特徴的であるBlount病（脛骨の近位内側の成長障害）
やVitamin D欠乏症によるO脚変形に注意を要する。

Q角（図 3）：膝蓋骨を中心として大腿四頭筋の
軸（上前腸骨棘と膝蓋骨の中心）と膝蓋靱帯の軸（膝
蓋骨中心と脛骨粗面）とのなす角（小さい方）を言
い、正常では 15度以内である。0度以下になるこ
とは解剖学的にはなく、15度以上の場合は膝蓋大
腿関節症の発症と関連する。またそのとき膝関節過
伸展（10度以上：関節弛緩性）を診ることが多く、
膝蓋骨外方動揺性があると、膝蓋大腿関節症が発症
しやすくなります（図 4）。

Leg-heel alignment：下腿三頭筋の軸（アキレス腱）
と踵骨の軸とのなす角で小さい方を言う。小さくマ

イナス方向になると足部は凹足になり，逆にプラス
方向（10度以上）になると扁平足になる。長距離
ランナーにおいて接地時の踵骨の不安定のチェッ
クに必要となる。
足部のアライメント：いわゆる凹足、扁平足の
チェックとなる。荷重時に足部内側の土踏まずの
接地の程度を観察します。接地する場合は扁平足、
接地しない場合は正常、接地しないで足部の内転が
見られる場合は凹足となります。足部のアライメ
ントの異常は中足骨の疲労骨折（行軍骨折・march 
fracture）、第 5中足骨疲労骨折（Jones’ 骨折）の誘
因にもなります。

3． 全身関節弛緩性：7項目（図 4）あり、肩関節、
肘関節、手関節、脊椎、股関節、膝関節、足関
節の緩さ加減を評価します。
肩関節では背中で両手が組めるかどうか、肘関節
では 15度以上の過伸展（図 4）、手関節では掌屈時
に母指が前腕に接触するかどうか、脊椎では体前屈
で手掌が床に着くかどうか、股関節では外旋 90度
以上開くかどうか、膝関節では 10度以上過伸展す
るかどうか、足関節では 45度以上背屈するかどう
かをチェックします。4項目以上陽性の場合は「関
節弛緩性あり」と判断します。これに高身長、男
子で 185cm以上、女子では 175cm以上ある場合は
「Marfan症候群」のチェックを行う必要があります。
別に膝関節の過伸展は膝前縦靱帯損傷の危険因子
と関連があるので注意を要します。

4． 可動域と筋腱の拘縮：上肢においては肩甲骨の
周囲の筋群の拘縮は投球障害との関連が示唆さ
れているので注意を要します。股関節内転筋の
拘縮は鼠径部痛症候群の発症に関連しているの
で日々のチェックが必要となります。大腿四頭
筋の拘縮は成長期においてはオスグッド病の、
それ以降は膝蓋靱帯炎（ジャンパー膝）の発症
に関連します。ハムストリングの緊張亢進は肉
ばなれとの関連が示唆されている。下腿三頭筋

図 3　関節アライメント

図 4　膝蓋骨外方動揺性

Carrying angle

Leg-heel alignment

I度 II度 Ⅲ度

Q-angle
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は足関節の背屈制限（関節弛緩性）となります。
関節可動域：関節可動域の減少は外傷や障害発生
の徴候を示唆しているので日々のチェックが必要
です。準備運動を行うときにそれぞれの関節が痛み
なく正常範囲を動くことを見ておく必要がありま
す。

5． 関節不安定性：肩関節においては、関節脱臼後
の外転外旋位での不安定性の出現、膝関節にお
いては前十字靱帯損傷後の不安定性、足関節に
おいては捻挫を繰り返すことによる慢性足関節
不安定性がパフォーマンスに影響します。
肩関節においては肩板の筋力強化・肩甲骨を含め
た可動域の確保が外傷・障害の予防に不可欠となり
ます。膝関節においては股関節中殿筋の強化とバラ
ンストレーニングの重要性が、足関節においては下
腿の筋群：アーチを保つ筋・足関節を安定させる筋

の強化が必要となります。
このように運動器のメディカルチェックを行い、
評価することで外傷・障害の危険因子を抽出し、筋
力の強化・神経筋の協調性を挙げることで競技力向
上にもつながると考えています。
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整形外科的メディカルチェック表

アライメント 関節弛緩性／関節柔軟性 関節可動域 関節不安定性

体幹 正常・後彎・前彎
FFD= cm関節柔軟性：有無

背屈：　　　　度

回旋：右： 左：

側屈：右： 左：

頸椎 正常・後彎・前彎

　　前屈　　回旋　側屈　　後屈
右

左

胸椎 亀背等の変形亀背等の変形:有 無

腰椎
階段 変形の階段状変形の 有

無

SLR−T / FNS-T
右

左

　前屈　後屈　　側屈ﾊﾞﾚｰの圧痛点
右

左

反射

肩関節
右　有　無

左　有　無

曲屈曲屈 伸展 外転 内転 外旋 内旋
右

左

前方 後方 下方
右

左

肘関節

carrying angle
右右 　度

左左 度

反張肘
右右 有　無

左左有　無

屈曲 　　伸展
右

左

　　外反　内反
右

左

手関節 右　有　無／左　有　無

　　掌屈　背屈　撓屈　尺屈
右

左

掌　背　撓　尺
右

左

手 クモ状指：有　無

　　拇指　示指　中指　環指　小指

右

左

股関節
股関節外旋角度（

度　）

屈曲 伸展 外転 内転 外旋 内旋
右

左

ﾄﾚﾝﾃﾞﾚﾝﾌﾞﾙｸﾞ徴候
右

左

正常

：脚ｏ ：脚ｏ 横指

指横：脚× ：脚×

反張膝

右：　有 　無

左：　有 　無

屈曲　伸展　屈曲　伸展　5AP　10AP

右

左

外反　　内反

0 30 0 30

右

左

関節内所見

右内

右外

左内

左外

腫脹 熱感 発赤 圧痛 ﾏｸﾏﾚ

ﾃｽﾄ

N-test AD PD

右：

左：

脛骨粗面 痛み 熱感 圧痛 膨隆
右

左

Lachmann test
右：

左：

膝蓋大腿

関節

Q-angle
右：　 　度

左：　 　度

ｸﾞﾗｲﾝﾃﾞｨﾝｸﾞTest ｸﾗｰｸTest 圧痛
右：

左：

　　外方偏位度
右：

左：

下腿

足関節

leg-heel alignment

右：

左：

　　背屈柔軟性

右：

左：

背屈　底屈 熱感　腫脹 圧痛
右内

外

左内

左外

前方　　外旋

右

左

内反　　外反

足部 正常：扁平：甲高
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